
千葉市地球温暖化対策地域協議会 令和元年度事業報告 

市民啓発分科会 

（１）エコメッセ 2019in ちばに出展 

１０月２０日（日）に開催されたエコメッセに次世代分科会と協力し、協議会ブース

を出展（エコメッセ来場者：１０，５００名）。次世代分科会が昨年度作成したエコかる

たを紹介した。 

 

（２）ちば打ち水大作戦 2019の実施 

地球温暖化への意識啓発を高めることと、東京オリンピック・パラリンピック開催時

の暑さ対策として「打ち水」を広く周知するため、８月８日（木）に千葉市中央公園に

て、千葉市中心市街地まちづくり協議会住み心地部会主催の打ち水イベントを開催した。

（参加者：約９０名） 

  

ちば打ち水大作戦 2019の様子 

 

（３）里山保全活動体験 

温室効果ガスの吸収源である森林の保全に関する活動体験によって、地球温暖化対策

に関する意識の高揚を図るため、市民を対象とした里山保全活動体験を２０２０年３月

７日（土）に実施予定だったが、新型コロナウイルスの感染拡大を鑑み中止とした。そ

のため、主催であるちば森づくりの会によるクヌギやヤマザクラなどの植樹（２７５本）

のみが行われた。 



事業者啓発分科会 

（１）ちばし環境フェスティバルについて 

環境や節電に対する意識高揚を図るため、環境月間の６月に「2019 ちばし環境フェス

ティバル」を開催した。（参加者：２０５名） 

＜開催概要＞ 

１）日時  ６月１４日（金） １３：００～１６：００ 

（開場１３：００ 開演１３：３０） 

２）会場  千葉市文化センター ３階アートホール 

３）内容 

    第１部 講演会「地球温暖化と災害 身を守る天気予報の使い方」 

   講演者 増田 雅昭（気象予報士） 

  第２部 コンサート 

     出演者 ピアノ・ユニット M2 

         田中 愛実・定方 美香 

４）市・民間団体による環境保全活動の展示 

 ①東京ガス（株）（企業の取組み） 

 ②ＪＦＥスチール（株）（企業の取組み） 

 ③千葉県生物多様性センター（自然保護に関する啓発） 

 ④千葉大学環境ＩＳＯ事務局（環境団体の取組み） 

 ⑤ＮＰＯ法人環境カウンセラー千葉県協議会（食品ロスとその影響） 

５）アンケート結果（主な意見） 

 ・これからも継続して開催してほしい。 

・温暖化対策を老若男女問わず全ての人が取り組めばいいと思います。災害の危険性

の早さにびっくりしました。 



    

         第１部 講演会             第２部 コンサート 

 

（２）学校・工場・事業所の緑化の呼びかけ 

千葉市の緑のカーテン事業への協力として、市民や公共施設に配布する種の購入や使用

する資材を提供した。 

 



再生可能エネルギー分科会 

（１）施設見学会について 

  地球温暖化対策に関する情報収集を行うとともに、委員等の地球温暖化対策に対する

見識を深め今後の取組みの参考とするため、委員及び所属団体を対象として、先進的に

再生可能エネルギー等の地球温暖化対策を導入している施設の見学を行った。（参加者：

１２名） 

＜実施概要＞ 

１）実 施 日 １０月２８日（月）９：００～１５：００ 

２）見学場所 ①昭和電工株式会社 川崎事業所（神奈川県川崎市川崎区扇町５－１） 

②東京ストロベリーパーク（神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１－１） 

 

施設見学会の様子 



（２）うちエコ診断の実施 

広報分科会と協力し、再エネ普及のため、市民を対象として診断士がうちエコ診断を

行った。（受診者：１１名） 

＜診断結果＞ 

 CO2排出削減量 合計：8,220kg－CO2/年 

（1 件当たり平均削減量：747kg－CO2/年、最大削減量：1,816kg－CO2/年） 

  ※参考値 CO2排出量 全国平均 3.04t－CO2/世帯・年 

（環境省出典：平成 30 年度家庭部門の CO2排出実態統計調査（令和元年 9 月）） 

            



広報分科会 

（１）地域協議会の広報 

環境月間の６月に合わせて、千葉日報社の「千葉日報」に地域協議会の広告を掲載し

た。 

 

掲載広告 

 

（２）地域協議会ホームページの運用 

地域協議会主催のイベントの開催にあわせて内容を更新し、ホームページ上でイベン

トの周知を行った。 

 

（３）地球環境保全ポスター事業「協議会会長賞」の選考 

千葉市で実施している「地球環境保全ポスター事業」の応募作品（応募校３７校、応

募作品３８６点）のうち、「地球温暖化」のテーマで応募のあった１８２点を選考対象と

し、９月２０日に「協議会会長賞」の選考を行った。その結果以下の児童が「協議会会

長賞」を受賞した。 



 

鶴沢小学校 ６年 滝沢 紅音さん（２０１９年度当時） 

 

（４）協議会カレンダーの製作 

千葉市で実施している「地球環境保全ポスター事業」に「協議会会長賞」を設け、そ

の作品を活用し２０２０年協議会カレンダーを作成した。 

            

作成したカレンダー 

 

（５） うちエコ診断の実施 （再掲） 

再生可能エネルギー分科会とともに、市民を対象として診断士がうちエコ診断を行っ

た。（受診者：１１名） 



 次世代分科会 

（１）小中学校生を主な対象とした啓発活動の検討 

  効果的にエコかるたを活用するための利用ガイドを検討した。 

 

（２）エコメッセ 2019in ちばに出展 （再掲） 

１０月２０日（日）に開催されたエコメッセに市民啓発分科会と協力し、協議会ブー

スを出展（エコメッセ来場者：１０，５００名）。次世代分科会が昨年度作成したエコか

るたを紹介した。 

 

エコメッセ 2019inちばの様子 

 



１５周年記念行事実行委員 

（１）千葉市地球温暖化対策地域協議会１５周年記念行事の開催 

   ２０１９年度は協議会が発足して１５周年という節目であることを踏まえ、地球温

暖化防止月間である１２月に、「千葉市地球温暖化対策地域協議会１５周年記念行事」

を開催した。（来場者：講演会 ８３名、環境かるた大会 １０組２０名） 

＜開催概要＞ 

１）日時  令和元年１２月１５日（日） １０：００～１５：３０ 

２）会場  千葉市生涯学習センター 

      第１部：３階大研修室 

      第２部 及び 第３部：２階ホール 

３）内容 

    第１部 環境かるた大会（予選及び準決勝） 

  第２部 講演会及び対談 

      テーマ：気候の危機は止められるか？～地球温暖化と私たちの未来～ 

      講 師：江守 正多（国立環境研究所 副センター長） 

          松雪 彩花（ウェザーニュース キャスター） 

  第３部 環境かるた大会（３位決定戦及び決勝） 

      Ｍ Ｃ：こなつお姉さん（千葉ロッテマリーンズ） 

  

    

          かるた大会の様子            講演会の様子 



 

集合写真 


